
総
合
的
な
雪
対
策
計
画
を
策
定

　

大
仙
市
に
お
け
る
雪
下
ろ
し
作
業
な
ど

で
の
事
故
に
よ
る
死
者
５
名
、
負
傷
者
20
名

の
人
的
被
害
に
つ
き
ま
し
て
、
亡
く
な
ら
れ

た
皆
さ
ま
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
と
と
も
に
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
さ
ま
に

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
23
年
か
ら
４
年
連
続
の
大
雪
と
な

っ
た
今
冬
は
、
雪
に
よ
る
事
故
の
死
者
が
大

仙
市
を
含
め
全
県
で
17
名
に
上
っ
て
お
り
、

う
ち
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
13
名
を
占
め

る
現
状
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。（
注
…

平
成
26
年
２
月
24
日
現
在
）

　

人
口
減
少
・
高
齢
社
会
の
進
展
と
豪
雪
地

帯
と
い
う
地
理
的
条
件
が
重
な
る
本
県
に

あ
っ
て
は
、
雪
処
理
の
担
い
手
不
足
に
よ

り
、
自
力
で
は
除
排
雪
が
困
難
な
高
齢
者
な

ど
の
い
わ
ゆ
る「
除
排
雪
弱
者
」の
増
加
や
、

雪
の
重
み
に
よ
る
倒
壊
の
恐
れ
の
あ
る
空

き
家
の
増
加
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
雪
対
策
で

は
立
ち
行
か
な
く
な
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。市
で
は
、
25
年
か
ら
総
合
的
な
雪
対
策

計
画
の
策
定
を
26
年
９
月
を
め
ど
に
進
め

て
お
り
、
降
雪
期
に
お
い
て
も
、
市
民
が
安

全
・
安
心
な
日
常
生
活
が
送
れ
る
よ
う
施
策

の
推
進
に
努
め
ま
す
。

被
災
地
の
復
興
支
援
を
継
続　

　

未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本

大
震
災
か
ら
間
も
な
く
３
年
を
迎
え
ま
す
。

　

大
仙
市
で
は
、
被
災
地
の
災
害
廃
棄
物
の

受
け
入
れ
を
い
ち
早
く
進
め
た
ほ
か
、
復
興

業
務
応
援
と
し
て
宮
古
市
へ
の
職
員
派
遣

を
継
続
す
る
な
ど
復
興
に
必
要
な
支
援
を

続
け
て
い
ま
す
。ま
た
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
支
援
活
動
や
市
内
小
・
中
学
校
に

よ
る
被
災
地
と
の
交
流
活
動
も
行
わ
れ
る

な
ど
、
官
民
一
体
の
活
動
を
展
開
し
て
き
ま

し
た
。

　

今
な
お
、
被
災
者
の
多
く
が
仮
設
住
宅
で

の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、
復
興
へ

の
歩
み
が
進
ま
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
が
、
大
仙
市
と
し
て
は
、

同
じ
東
北
人
と
し
て
、
被
災
地
が
望
む
可
能

な
限
り
の
支
援
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
町
村
合
併
か
ら
ま
も
な
く
10
年

　

26
年
度
は
合
併
か
ら
10
年
を
迎
え
ま
す

が
、
国
か
ら
合
併
市
町
村
へ
の
財
政
面
で
の

優
遇
期
間
で
あ
る
「
合
併
特
例
期
間
」
の
最

終
年
度
で
も
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
財
政
規
模
の
縮
小
が
避
け
ら
れ

な
い
状
況
と
な
る
こ
と
か
ら
、
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
よ
り
一
層
の
施
策
の
「
選
択
と
集

中
」
が
必
要
に
な
り
ま
す
。こ
れ
ま
で
取
り

組
ん
で
き
た
行
財
政
改
革
と
同
様
、
26
年
度

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
を
予
定
し
て
い
る
第
３

次
行
政
改
革
大
綱
の
取
り
組
み
を
着
実
に

推
進
す
る
ほ
か
、
住
民
福
祉
な
ど
優
先
す
べ

き
取
り
組
み
や
、
人
口
減
少
や
産
業
振
興
な

ど
の
諸
課
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
変
わ

ら
ぬ
姿
勢
で
臨
み
ま
す
。

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
ペ
ー
ジ
へ
）

「人が活き、人が集う、夢のある田園交流都市」の創造に向け̶

施政方針演説
平成 26 年度

全文は市ホームページ（http://www.city.daisen.akita.jp/）に掲載しています。

平成26年第１回大仙市議会定例会が２月24日に開かれ、
栗林市長が新年度の施政方針演説を行いました。
市町村合併による大仙市誕生からまもなく10年。
大きな節目を前に、市民が希望を持てるまちづくりへの
決意を表明した演説内容を抜粋してお伝えします。
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　平成24年７月に北街区の建築に着工してからおよそ20
カ月が経ち、病院棟、高齢者福祉棟、バス待合棟、複合商業
棟の整備を間もなく終えようとしています。21年度に構
想を策定してからおよそ４年で大曲厚生医療センターを
核とした、医療・福祉・健康・交通などの都市施設を集約し
た北街区の施設整備がいよいよ実現します。
　東日本大震災の影響による作業員不足や昨冬からの豪
雪等の影響で、工事に若干の遅れが生じていましたが、施
工者をはじめとした関係業者の努力により、現在は作業
員700名以上を確保して施工にあたっています。25年度
内には北街区の整備を完了し、４月14日には竣工式を執
り行う予定です。
　圏域住民の念願であった病院建設に対して、市民や県
外在住の出身者などから寄せられたふるさと納税などに
よる寄附金は1,000万円を超えており、病院側の要望を踏
まえ、新たな病院が利用者にとって、より快適な施設とな
るための環境整備に活用します。
　市としても、公的病院に対する特別交付税措置を活用
した病院支援や、病院からの受け入れを優先的に行う高
齢者福祉施設への支援により、高齢社会に対応した機能
的で利便性の高いまちづくりを進めます。
　新病院の改築支援事業の財源として、住民参加型市場
公募債「だいせん夢未来債」を市民の皆さまをはじめ、大
仙市出身で首都圏等に在住の方々にも購入対象範囲を広
げ発行しましたが、発行額５億円に対しおよそ16億4,000
万円もの応募があり、多くの皆さまから市民と行政の協
働のまちづくりに参画していただくことができました。
　26年度は、北街区の各施設がまちの新たな機能として
始動します。また、南街区では、現病院を解体しての事務
所棟、健康福祉棟、児童福祉棟、駐車場棟および広場の整
備が始まります。南街区の整備が計画通り進められるよ
う関係機関と連携しながら引き続き推進します。

　市では、平成21年３月、県内市町村に先駆けて「経済・雇
用・生活緊急対策行動計画」を策定し、施策の内容につい
ては毎年度見直しを図り、きめ細かな対策を講じながら、
これまで５次にわたり総額70億4,500万円の事業を実施
しました。ハローワーク大曲管内の25年12月の有効求人
倍率が0.71と20年のリーマンショック以前の水準に戻り
つつあるなど、地域の雇用状況も好転の兆しが見えてき
ています。
　これは、国の経済対策に加え、市の行動計画による対策
が、企業体力の維持や雇用の創出などに一定の成果を上
げたものと考えられます。そのため、25年度第５次計画
で緊急対策としての行動計画を終了します。
　しかし、景気回復の動きが大仙市経済全体に反映され
るには至っていないと考えています。例年実施している
「市民による市政評価」においても、就業支援や産業創出・
支援、産業振興に関する施策の強化が喫緊の課題であると
の結果が出ているほか、消費税率引き上げや農業政策の転
換などに伴う経済不安などの課題もあることを踏まえ、こ
れまで行った主な施策を緊急対策としてではなく、必要不
可欠な施策として実施します。このため、市独自基金であ
る地域雇用基金を活用した人材の確保、雇用助成金やマル
仙融資等による中小企業への資金供給、新規開店者や商
店街に対する助成、新事業や技術開発に対する助成、また、
住宅リフォーム支援は新たに雪対策を助成対象に加える
など、引き続きさまざまな施策の実施を進めます。
　全国に誇れる地域ブランド「大曲の花火」を生かし、地
域を元気にする新たな概念の産業振興策の構築で市全体
の発展に結び付けていこうとする「花火産業構想」は、２月
10日、大曲商工会議所、大仙市商工会と市の三者による第
１回目の花火産業構想策定プロジェクト会議を開催しま
した。商工会議所並びに商工会と連携・協議を行いながら、
25年度末をめどに構想の集中的な策定作業を行います。

　

市
政
運
営
の
基
本
方
針
で
あ
る
、
総
合
計

画
の
後
期
基
本
計
画
に
つ
い
て
は
、
平
成
23

年
度
の
ス
タ
ー
ト
か
ら
４
年
目
を
迎
え
ま

す
。28
年
度
か
ら
は
、
新
た
な「
ま
ち
づ
く
り

の
羅
針
盤
」
と
な
る
べ
き
次
期
総
合
計
画
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
26

年
度
か
ら
、
そ
の
策
定
に
向
け
た
準
備
を
進

め
、
市
民
目
線
に
立
っ
た
、
よ
り
実
効
性
の

あ
る
総
合
計
画
の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

国
政
に
お
い
て
は
、
24
年
12
月
に
第
２
次

安
倍
内
閣
が
発
足
し
、
長
期
に
わ
た
る
デ
フ

レ
と
景
気
低
迷
か
ら
の
脱
却
を
最
優
先
課

題
と
し
て
、「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」と
呼
ば
れ
る

一
連
の
経
済
財
政
政
策
を
推
進
し
て
い
ま

す
。ま
た
、４
月
か
ら
の
消
費
税
率
引
き
上
げ

決
定
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
、
農
業
政
策
の
大

転
換
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
大
き
な
変
化
が

見
ら
れ
る
国
政
運
営
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
う
し
た
変
化
の
中
に
あ
っ
て

も
、
市
民
が
将
来
に
希
望
を
持
ち
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
前
進
さ
せ
る
た

め
、
多
岐
に
わ
た
る
取
り
組
み
を
積
極
的
に

展
開
し
て
き
ま
し
た
が
、
地
域
中
核
病
院
の

改
築
を
核
と
し
た
市
街
地
再
開
発
、
農
業
の

振
興
、
子
育
て
と
教
育
の
充
実
、
雇
用
の
場

の
確
保
と
創
出
、
市
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
、
地
方
分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
行
財

政
改
革
な
ど
の
重
点
施
策
に
つ
い
て
は
、
26

年
度
も
引
き
続
き
推
進
し
ま
す
。

　
な
お
、27
年
３
月
に
は「
大
仙
市
誕
生
10
周
年

記
念
式
典
」の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
、市
民
の

皆
さ
ま
と
と
も
に
こ
れ
ま
で
の
10
年
を
振
り
返

平
成
26
年
度
の
主
要
課
題

経済・雇用対策
「大曲の花火」を生かした取り組みが始動

市街地再開発事業
大曲厚生医療センターがいよいよ開院
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施政方針演説
平成 26 年度

り
、
決
意
を
新
た
に
次
の
10
年
へ
の
ス
タ
ー
ト

と
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
民
の
積
極
的
な
参
画
で
ま
ち
づ
く
り

　

市
の
課
題
を
解
決
し
、
施
策
を
推
進
し
て

い
く
た
め
に
は
、
行
政
側
の
推
進
体
制
の
強

化
と
、
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
市
民
の
積
極

的
な
参
画
や
住
民
自
治
組
織
な
ど
の
活
性

化
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
方
分
権
改
革
が
進
め
ら
れ
、
国
の
義
務

付
け
・
枠
付
け
の
見
直
し
と
条
例
制
定
権
の

拡
大
が
図
ら
れ
る
中
、
地
方
自
治
体
は
こ
れ

ま
で
以
上
に
自
己
決
定
・
自
己
責
任
に
よ
る

行
政
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、市
で
は
、さ
ら
な

る
職
員
の
意
識
改
革
を
促
し
、複
雑・高
度
化

す
る
行
政
需
要
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
コ
ス

ト
意
識
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
持
ち
、
市
民

感
覚
や
創
造
力
あ
ふ
れ
る
職
員
と
な
る
こ
と

で
、組
織
そ
の
も
の
の
強
化
を
図
り
、さ
ら
に

質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
よ
り
市

民
満
足
度
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

市
民
の
積
極
的
な
参
画
に
つ
い
て
は
、
自

治
運
営
の
基
本
原
則
と
な
る
、
い
わ
ゆ
る

「
自
治
基
本
条
例
」
の
制
定
に
向
け
た
作
業

を
本
格
化
さ
せ
ま
す
。こ
の
条
例
は
、
ま
ち

づ
く
り
に
お
け
る
市
民
参
画
の
あ
り
方
を

明
ら
か
に
し
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
市
民
が

参
画
し
や
す
く
す
る
た
め
の
ル
ー
ル
を
規

定
す
る
も
の
で
あ
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
も

参
画
い
た
だ
く
策
定
委
員
会
な
ど
で
の
活

発
な
議
論
を
期
待
し
て
い
ま
す
。（

４
ペ
ー
ジ
へ
）

　平成25年秋、40年以上続いてきた米の生産調整の手法
の見直しが決定されました。今回の政策転換は、農業を基
幹産業とし、とりわけ米に大きく依存する大仙市にとっ
ては、非常に影響の大きい決定です。
　今回の政策転換を踏まえ、当面は農業振興計画の一部
を見直し、今後国の農業政策の内容がより明らかになり次
第、大仙市の実情に即した農業振興計画で対応します。
　国の政策転換への対応として、今後の農業を産業政策
としての農業と、地域政策としての農地および地域コミュ
ニティ維持の両面から施策を展開する必要があります。
　一つ目の産業政策については、米に大きく依存した農
業構造からの脱却と広範な水田の有効活用を図るため、
土地利用型作物での取り組みが不可欠となることから、
大豆生産を推進し、収量・品質向上を基本とした支援によ
り所得の向上を目指します。
　また、中仙地域で整備が進められている県営中仙中央
地区ほ場整備事業の実施に合わせ、JA秋田おばこが事業
主体となって「園芸メガ団地」の整備が予定されており、
ほ場整備後のおよそ６ヘクタールに100棟を超えるトマ
ト栽培用パイプハウスや養液栽培システムなどが整備さ
れることになっています。この園芸メガ団地は、地域の農
家により設立された農業法人が運営に当たることになっ
ており、27年春からの本格栽培に向けて準備が進められ
ています。
　今回の取り組みは、ほ場整備後の地域農業のモデルの
一つとして位置付けられるものであり、農業生産額の向
上はもとより、地域における雇用の場の確保など、新たな
内発型産業の取り組みとして期待を寄せています。
　二つ目の地域政策については、中山間地などのほ場条
件や規模拡大に制約のある農地の有効活用を図るため、
市単独の「小規模集落元気な地域づくり基盤整備事業」を
引き続き推進します。また、中山間地域において好適作物

大きな岐路に立つ農業。市では農地を維持し農業経営を継続
できるような環境づくりや、農村コミュニティの維持・活性
化などに努めます。（写真は25年秋に四ツ屋地区で行われた
大曲花火米収穫体験の様子）

とされるソバや、また、狭あい地などでも栽培可能で比較
的短年で収穫できるブルーベリーについては、作付け等
への支援を行うことで、農地を維持し営農を継続できる
環境整備に努めます。
　また、地域コミュニティ維持については、国の日本型直
接支払制度に基づき、これまで取り組んできた農地・水保
全管理支払制度を拡充した、農地の多面的機能の維持に
対する支援が新たに創設されます。市としても過疎債の
ソフト事業を活用し、非農家も参加した地域ぐるみによ
る高齢者世帯等の除雪や地域の防犯活動などを支援する
ため、新たに「『未来へつなぐ』農村地域サポート事業」を
実施し、農村コミュニティの維持・活性化に努めます。

農業政策の大転換
米の生産調整の手法が見直し…
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【各種がん検診の受診率向上】
全県一斉に実施する「がん検診個別受
診勧奨」（コール・リコール事業）により、
がん検診の未受診者に電話などで受診
を勧めます。平日に実施している特定
健診や、肺がん、大腸がん、前立腺がん、
胃がんの各検診などを日曜日にも総合
健診として実施します。

【風しん予防接種の助成】
26年度は、妊娠を希望する女性や妊婦
の夫を対象に、風しん抗体検査と予防
接種の費用を全額助成します。

【子ども・若者の育成支援】
26年度は相談員を増員し、ハローワー
クと連携しながら就労支援の拡充と雇
用拡大に向け、賛同企業の組織化を図
り、不登校や引きこもりなどの子ども
や若者を支援します。

【峰山荘の改築移転】
社会福祉法人大仙ふくし会が協和の旧
淀川小学校跡地で実施する「特別養護
老人ホーム峰山荘移転改築事業」は27
年 2月末までに施設が完成し、４月供
用開始の予定です。

【子ども・子育て支援体制の確立】
年度途中に子どもの保育所入所を希望さ
れる方のために、保育士の確保を支援す
る乳幼児保育推進事業を実施します。27
年度施行予定の子ども・子育て支援新制
度を見据え、「子ども・子育て支援事業
計画」を策定します。

【旧園舎を放課後児童クラブに活用】
社会福祉法人大空大仙が太田の３園を
統合し認定こども園「おおたわんぱく
ランド」を新たに開園することに伴い、
太田ひがし幼稚園園舎を放課後児童ク
ラブとして引き続き活用します。

【学校施設の安全性を確認】
市内32小・中学校の体育館などの天井
や照明器具等の非構造部材の落下防止
のための点検・調査を実施します。

【学校給食センターの
食中毒の再発防止】

衛生管理の手法のひとつ・HACCP（ハ
サップ）を導入するほか、ノロウイル
ス流行期の10月から3月まで毎月１回、
学校給食センター全職員の高感度検便
検査などを実施し感染防止に努めます。

【特別支援教育アドバイザーを配置】
学校生活支援員や保育支援員、発達サ
ポーターを合わせて98人配置するほか、
特別支援教育のアドバイザーを配置し、
質の高い学習環境の充実を図ります。

【国民文化祭に向けイベントを企画】
プレイベントとして写真家・木村伊兵衛
の足跡をめぐる撮影会を開催するほか、
市民団体による県民参加事業として「民
謡継承祭典～民謡を次世代へ唄い踊り継
ぐ～」などの開催を計画中です。

【みんなで参加！「チャレンジデー」】
住民参加型スポーツイベント「チャレ
ンジデー」の市民参加率 50％を目指し
ます。

【文化財の情報発信を推進】
旧池田氏本家庭園内の米蔵の修復と受
付施設が９月に完成します。県内初の
登録有形民俗文化財「南外の仕事着」の
企画展や払田柵跡の史跡整備などを進
め、市の文化財の情報発信に努めます。

【荒川鉱山跡地の利活用】
跡地の活用構想の実施計画に基づき、
26年度は遊歩道整備や嗽

うがい

沢
さわ

坑口跡の復
元整備などを行います。

【就農を希望する若者を支援】 
就農を希望する若者の増加を受け、東
部・西部の新規就農者研修施設の整備
強化と研修体制の充実を図ります。

【ほ場整備は市内12地区で実施】
県営ほ場整備事業が西仙北の三条川原
地区と協和の山谷地区での新規採択を
含め、市内12地区で実施予定。引き続
き生産基盤の整備を着実に進めます。

【休憩所建築に地域産材を活用】
間伐事業や森林施業の集約化などを支
援するほか、今後建築予定の「道の駅
協和」と「大台スキー場」の休憩所新
築工事では地域産材を活用します。

【企業経営の安定化を支援】
設備資金の融資にかかる利子の一部補
給に関して、事業拡大や市内業者に工
事を発注する場合の利子補給率を1.1％
から 1.3％に引き上げするなど企業経営
の安定化を図ります。

【アフターDCに合わせた取り組み】
「アフターデスティネーションキャン
ペーン」に合わせ、観光モニターツアー
や「駅からハイキング」等を実施します。

【創造花火誕生50周年「大曲の花火」】
26 年は創造花火誕生 50周年の記念す
べき年です。25年の京都府福知山市で
の事故を教訓に、観覧会場のレイアウ
トを大幅に変更し、安全で安心な大会
を目指します。

【「奥羽山荘」新源泉掘削に着手】
太田四季の村の中心施設「奥羽山荘」が、
源泉の自噴量と温度の低下による燃料
費等のかかり増しで経営に影響を受け
ていることから、新たな源泉の掘削に
着手する予定です。

安 心して健やかに
暮らせるまちづくり未 来を創り心豊かな人を

育むまちづくり活 き活きと希望を持って
活躍できるまちづくり
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落
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。
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去
る
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月
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仙
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初
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中
学
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ま
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学

生
の
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す
る
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つ
く
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き
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支
え
合
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合
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い
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が
人
間
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と
っ
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大
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な
道
徳
で
あ
り
、
助
け
合
う
と
い
う
気
持
ち

主な施策の概要
平成 26 年度



お知らせ版

「中学生議会」では未来を担う市内の中学生が市政に
提言（１月９日）

DAISEN City Public Relations 2014.35

施政方針演説
平成 26 年度

【都市計画道路中通線の整備】
市道四ツ屋大曲線の接続箇所から大曲
駅前第二地区土地区画整理事業の区域
内の残りの区間道路の築造・舗装を行
います。

【道路事業は「メンテナンス元年」】
26年度は道路の維持管理に予算を大幅
にシフト。単独事業では、地域の実情
に合わせ舗装オーバーレイ工事等に力
を入れるとともに、直営の維持職員と
機材の充実を図ります。補助事業では
「防災・安全交付金」を積極的に活用し、
幹線道路の改良や予防修繕、歩道整備
などを実施します。

【上水道の整備】
県の大曲橋架け替え事業に伴い導水管
と配水管の撤去工事を行うほか、配水
管の敷設と配水管の改良工事を実施。
また、大曲駅前第二地区土地区画整理
事業に伴う配水管の移設を行います。

【簡易水道の整備】
西仙北の木原田地区に、隣接する大沢郷
地区簡易水道から配水管を敷設。26年
度中の給水開始を目指します。協和では、
中央地区簡易水道の浄水施設等の更新を
26年度から３カ年の継続事業として実
施。淀川地区簡易水道の水源予定地の地
質調査と実施設計等を進めます。仙北の
中央地区では住民アンケートの結果、公
営簡易水道の加入同意率が高かったため
事業に着手。水源の調査等を実施します。

【浄化槽による水洗化の推進】
県の下水道整備構想の見直しに合わせ、
合併処理浄化槽による整備区域を変更。
26年度は集合処理型整備区域以外の地
区を対象に浄化槽設置整備事業費補助
金の市単独かさ上げ分を引き上げし、
浄化槽による水洗化を推進します。

※「主な施策の概要」に掲載している各事業の予算は、平成26年第１回大仙市議会定例会の議決を経て成立します。

【消防団員の処遇を改善】
「消防団を中核とした地域防災力の充実
強化に関する法律」の施行に伴い、消
防団員の年報酬や災害出動手当を26年
度から引き上げ。また、小型動力ポン
プ付き積載車など２台を更新し、神岡・
西仙北に配備。小型動力ポンプは３台
更新し、中仙・協和・太田に配備します。

【主要通学路にグリーンベルトを設置】
通行車両に通学路であることを視覚的
に認識させる「グリーンベルト」を主
要通学路に設置。運転者に減速を促し、
児童生徒を交通事故から守ります。

【住宅リフォーム支援を拡充】
住宅・建築物の耐震改修にかかる助成
を継続。一般住宅の雪対策工事も補助
対象に加えます。

【公営住宅の耐久性向上を図る】
耐震性が低いと判定された大曲の上大
町市営住宅の耐震化工事と、老朽化し
た西仙北の天神前市営住宅の建て替え
事業に着手します。

【再生可能エネルギーの導入】
大曲西・平和・西仙北・中仙・協和・仙北・
太田の市内７中学校に太陽光発電・蓄
電池システムを導入します。

【古布類の再資源化を推進】
25年３月に改定した大仙市一般廃棄物
処理基本計画に基づき、現在燃やせる
ごみとして収集している古布類の計画
収集を年３回実施します。

【大曲仙北広域市町村圏組合の
新火葬場の建設】

27年４月の供用開始を目指し、26年度
は本体建築工事と火葬炉設備工事など
を進めます。

【コミュニティＦＭ開局へ施設整備】
運営主体の（株）TMO大曲が無線局免
許の取得申請の手続きに入ります。市
では、送信所アンテナなどの整備を行
います。26年８月には第 88回「大曲
の花火」に合わせたイベント FM放送の
実施を予定しており、地域に密着した
放送の良さをピーアールしながら、27
年８月の開局を目指し準備を進めます。

【市民活動の拠点を整備】
市街地再開発事業で北街区に整備され
る複合商業棟内に「大仙市市民活動交
流拠点センター」を開設。行政サービ
スの提供や市民活動支援スペース、オー
プンスペースなどを設け、市民活動や
交流をサポートします。開設に合わせ、
企画部男女共同参画・交流推進課が同
センターに移転し、施設の管理も含め
業務を行います。

【男女共同参画プランの見直し】
26年度は「大仙市男女共同参画プラン」
の見直し時期です。地域の実情や時代
のニーズに応じた内容に改訂します。
昨今、デートDVやストーカー行為が社
会問題化していることから、若年層へ
の予防教育にも力を入れます。

【国際交流の推進】
国際教養大学との国際交流に関する連
携プログラム協定に基づく留学生と児
童・生徒・園児の交流事業や、国際フェ
スティバル、国際交流員による出前講
座の充実を図ります。

【市民の「出会い」をサポート】
市民との協働プロジェクト「街コン」
イベントは内容を再検討しながら継続。
定期的な結婚相談会を開催し、未婚者
の結婚支援により深く対応できる体制
を整えます。

生 活の基盤が整った
まちづくり環 境と調和し快適で安全

に 暮らせるまちづくり仲 間とふれあい     ともに                    
活躍できるまちづくり
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。



ファミリー・サポート・
センター
　子育てを手助けしたい方（サポー
ト会員）が手助けを受けたい方（ファ
ミリー会員）の援助活動を行います。
　援助活動を受けるためには、
事前に登録が必要です。詳細は、
問い合わせください。

児童手当
　中学生までの子どもを養育し
ている世帯に支給されます。子
どもが生まれた時、転入した時
に忘れずに申請してください。
◆対象／中学校卒業前（15歳にな
った後、初めて迎える３月31日まで）
の子どもを養育している世帯
◆支給月／６月・10月・２月

特別児童扶養手当
　身体または精神に障がいがあ
る子どもを養育している方に支
給されます。手当を受給するた
めには申請が必要です。
◆対象／20歳未満の障がいがあ
る子どもを養育している世帯
◆支給月／４月・８月・11月

児童扶養手当
　ひとり親家庭などが支給対象
です。手当を受給するためには、
申請が必要です。
◆対象／18歳になった後、初め
て迎える３月31日までの子ども
を養育しているひとり親世帯
◆支給月／４月・８月・12月

 

母子健康手帳・
妊婦健診受診票の交付
　妊娠中の方を対象に健康増進
センター各分室で母子健康手
帳、妊婦健診受診票を交付して
いるほか、妊婦健康相談を行っ
ています。
　交付日時などの詳細は、お住
まいの地域の健康増進センター
分室にお問い合わせください。

パパ・ママ教室
　まもなく父親・母親になる方
を対象に、妊婦体操や赤ちゃん
のお風呂の入れ方などを助産
師・保健師と一緒に練習します。
　対象の方には通知が届きます
ので、ご確認ください。

特定不妊治療費・
不育症治療費助成
　体外受精治療費、人工授精治
療費、不育症治療費の一部を助
成します。

こんにちは
赤ちゃん訪問
　おおむね生後２カ月から４カ
月までの乳児がいる全ての家庭
を保健師や助産師が訪問しま
す。母子の健康状態の把握、子育
て支援に関する情報提供などを
行っています。
　対象の方には事前に電話で連
絡します。

子育て支援母子保健

市では、市民の皆さんが安心して暮らせるよう、
各種保健・福祉サービスの充実に努めています

病児・病後児保育
　病気中や回復期のため、一時
的に保育園などに通えない児童
を病院の施設で預かり、保護者が
安心して働けるよう支援します。
◆対象／０歳から

小学３年までの子ども
◆時間／
【月曜～金曜】午前８時～午後６時
【土曜】午前８時～午後１時
◆利用料／１日1,000円
※生活保護世帯は無料、市外在住者
2,000円
◆実施施設・利用申請／
吉村クリニック（戸蒔谷地添71-1）
☎080-5577-0566
生和堂医院（刈和野清光院後15-2）
☎0187-87-3070
太田診療所
（太田町横沢窪関南505-1）
☎0187-88-2233

放課後児童クラブ
　児童に遊びや生活の場を提供
し、保護者が安心して働けるよ
う支援します。
◆対象／保護者が仕事などで放
課後に家にいない、小学１年か
ら３年までの児童
※定員に余裕がある場合、４年生以上
も利用できます。
◆時間／
【月曜～金曜日】午後１時～７時
【土曜・学校休校日】
午前７時30分～午後７時
※日曜、祝日、８月13日～15日、12月
29日～１月３日は休み
◆利用料／月額6,000円

（２人目以降3,000円）
※生活保護世帯は無料、ひとり親家庭
は１人目3,000円・２人目以降1,500円

随

随

随

随

随

随

随

随

随

随
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【問い合わせ】
健康増進センター中央・西部・東部
健康増進センター
☎0187-62-9301

【問い合わせ・申請】
各支所市民サービス課
児童家庭課 子育て支援班・家庭支援班
☎0187-63-1111 内線129・134・150



軽度生活援助
　外出時の援助、食材の買い出
し、家周りの手入れなど、軽度な日
常生活の援助が受けられる利用
券を交付します。１枚につき１時
間以内の援助に使用できます。
◆対象／おおむね65歳以上で、
一人暮らし世帯または高齢者の
みの世帯の方
◆自己負担額／
１回250～350円（課税状況による）
◆交付枚数／年間36枚まで（月３枚）

温泉ふれあい
入浴サービス券助成

　市関連の温泉施設で使用でき
る半額券・無料券を交付します。
◆対象／
【半額券】60歳から69歳までの
身体障害者手帳等をお持ちの方、
70歳から79歳までの方
【無料券】80歳以上の方
◆交付枚数／年間12枚

はり・きゅう・マッサージ
施術券助成

　１回の施術につき800円を助
成する「施術助成券」を交付しま
す。この助成券は、市が指定する
施術所で使用できます。
◆対象／70歳以上の方
◆交付枚数／年間12枚

介護予防デイサービス
　給食、入浴、体力向上トレーニ
ングなどで健康増進を図り、要介
護状態にならないための自立し
た生活を支援するサービスです。
◆対象／おおむね60歳以上の方
（要介護、要支援と認定された方を除く）
◆自己負担額／１回700円
◆利用可能日時／
月曜から金曜日まで（祝日を除く）
の午前９時30分～午後４時
◆会場／いきいきサロンえみの
くち、紫陽花館

家族介護用品支給券交付
　介護用品を購入できる支給券
を交付します。４月中の申請をお
願いします。（その後も随時受け付け）
◆対象／市民税所得割非課税世
帯で、要介護４・５と認定された高齢
者を同居しながら介護している方
◆交付枚数／年間40枚まで
※1枚で1,250円分利用できます。

家族介護慰労金支給
　自宅で高齢者を介護している
方に月額5,000円（限度額年６万円）
を助成します。
　４月からの支給を希望する方
は、３月中に申請してください。
◆対象／市民税非課税世帯で、要
介護４・５と認定された在宅高齢
者を同居しながら介護している方
※特別障害者手当を受給している方
は対象外です。

特別障害者手当等
　重度の障がいがあり、日常生活
で常に特別な介護が必要で、要件
に該当する方に手当を支給します。
※手当額は４月以降の金額です。
◆支給月／５月・８月・11月・２月
【特別障害者手当】
対象／障害者年金１級程度の状
態を基本とし、規定の要件に該
当する20歳以上の方
手当額／月額２万6,000円
【障害児福祉手当】
対象／重度の障がいのため常に特
別な介護が必要な20歳未満の方
手当額／月額１万4,140円

障がい者（児）タクシー券給付
　１回の乗車につき600円を助
成するタクシー券を交付します。
◆対象／障害者手帳１級～３級の方
（３級は下肢・体幹・呼吸器・視覚で３級の
方、人工透析を受けている方）、療育手帳
Ａの方、精神障害者保健福祉手帳１
級の方 ※施設に入所中の方、自動車税・
軽自動車税の減免を受けている方、人工
透析通院費助成を申請する方は対象外
◆交付枚数／年間24枚まで（月２枚）
◆持参するもの／各障害者手帳・
印鑑

人工透析通院費支給
　人工透析の通院治療を受けて
いる方で通院距離が片道５㎞以
上の方に通院費を助成します。
申請日から助成の対象となります。
◆助成額／往復通院距離（㎞）×
10円×通院回数

皆さんが安心できる暮らしのために
市の各種保健・福祉サービス
サービスの利用申請は４月１日から受け付けを開始します。（　　が付いているものは随時受け付け）
各サービスの詳しい内容は、お問い合わせください。

障がい者支援高齢者支援・介護予防

各サービスの申請の際は、印鑑と身
分確認ができるもの（健康保険証など）
を忘れずにお持ちください。

随

随
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【問い合わせ・申請】
各支所市民サービス課
高齢者あんしん相談室（地域包括支援センター）中央
☎0187-63-1111 内線178

【問い合わせ・申請】
各支所市民サービス課
生活支援課 障がい者支援班
☎0187-63-1111 内線173



【問い合わせ】
 下水道課
  ☎ 0187-63-1111 内線 293

市
で
は
、生
活
雑
排
水
に
よ

る
公
共
用
水
域
の
水
質

汚
濁
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置

す
る
方
の
浄
化
槽
設
置
費
の
一

部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
整
備
区
域
の
見
直
し

（
詳
細
は
、
だ
い
せ
ん
日
和
３
月
号
６

ペ
ー
ジ
）
に
あ
た
り
、
浄
化
槽
設

置
促
進
を
図
る
た
め
、
４
月
か

ら
補
助
金
額
の
増
額
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

※
金
額
等
の
詳
細
は
、
だ
い
せ
ん
日

和
４
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
浄
化
槽
設
置
補
助
の
対
象
／

 

一
般
住
宅
に
設
置
す
る
浄
化

槽
で
、
次
の
区
域
に
該
当
す

る
方

○
下
水
道
事
業
認
可
を
受
け
て

い
な
い
区
域

○
農
業
集
落
排
水
事
業
を
実
施

し
て
い
な
い
区
域

○
下
水
道
整
備
見
直
し
区
域

（
下
表
参
照
）

◆
補
助
金
増
額
の
要
件
／

 

市
内
に
事
業
所
が
あ
る
、
浄

化
槽
工
事
業
の
登
録
業
者
が

工
事
す
る
こ
と

※
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
場
合

は
、
増
額
分
を
含
ま
な
い
「
補
助

基
準
金
額
」
の
み
の
補
助
と
な
り

ま
す
。

【問い合わせ】
 市役所本庁（下表の実施課欄を参照）
  ☎ 0187-63-1111（代表）

転
勤
や
進
学
な
ど
で
住
民

異
動
の
多
い
３
月
下
旬

か
ら
４
月
上
旬
ま
で
、
大
曲
庁

舎
の
各
種
届
け
出
・
交
付
・
申
し

込
み
な
ど（
左
表
の
と
お
り
）の
窓

口
業
務
時
間
を
午
後
７
時
ま
で

延
長
し
ま
す
。

　

現
在
は
市
民
課
と
税
務
課
の

み
午
後
７
時
ま
で
延
長
し
、
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
期
間

中
は
国
保
年
金
課
、上
水
道
課
、

児
童
家
庭
課
も
時
間
を
延
長
。

住
民
異
動
に
伴
う
各
種
手
続
き

な
ど
を
一
度
に
完
了
で
き
ま
す
。

◆
期
間
／
３
月
24
日（
月
）か
ら

４
月
４
日（
金
）ま
で

 

（
土・日
、３
月
31
日（
月
）を
除
く
）

※
３
月
31
日
は
市
民
課
と
税
務
課
で

の
各
種
証
明
書
交
付
の
み

◆
延
長
時
間
／
午
後
７
時
ま
で

※
シ
ス
テ
ム
稼
働
時
間
の
制
約
上
、

転
入
や
国
民
健
康
保
険
資
格
異
動

の
受
け
付
け
に
関
連
す
る
、
転
入

後
の
新
た
な
住
民
票
の
交
付
や
印

鑑
登
録
、
国
民
健
康
保
険
証
の
交

付
が
時
間
内
に
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
午
後
６
時
30
分

を
め
ど
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

受け付けする業務の内容 実施課
転入届・転出届・転居届の住民異動

市民課
内線130

印鑑登録
国民健康保険資格異動（保険証の交付等）
戸籍に関する届け（死亡届、出生届、婚姻届ほか）
パスポートの交付 ※要予約。申請不可
各種証明書の交付（戸籍、住民票、印鑑証明書、税務証明書）
※住民基本台帳ネットワーク関係業務（住民基本台帳カードの申請、転
入の特例手続き）と公的個人認証業務は取り扱いできません。

国民健康保険資格異動（高齢受給者証、限度額認定証の交付等）
国保年金課
内線144

後期高齢者医療資格異動
福祉医療の申請
国民年金資格異動
税務証明書（所得証明、課税証明、納税証明ほか）の交付

税務課
内線110市税の収納

納税相談
転入・転出時の上水道開栓・閉栓の受け付け 上水道課

内線124水道料金の収納
保育所・幼稚園の申し込み、相談

児童家庭課
内線102

児童手当の申請
児童扶養手当、特別児童扶養手当の申請
放課後児童クラブの申し込み、相談

３月24日（月）から４月４日（金）まで
大曲庁舎の窓口業務時間を延長

浄化槽設置による水洗化促進のために

浄化槽設置への補助金増額を予定

下水道整備見直し区域
処理区名 地域 見直し対象区域（下水道の未整備区域）

大曲処理区

大曲 四ツ屋、高関上郷、新谷地、花館、福田町、大曲戸巻町、戸蒔、大曲、
東川、和合、川目、藤木、下深井、六郷西根、角間川町の各一部

神岡 北楢岡の一部、内大坪、高花、館越

中仙 長戸呂、鑓見内、長野、鴬野、清水、豊川、豊岡の各一部

南外処理区 南外 木直、田屋、本川、日吉、薬師堂、湯ノ又、夏見、湯松、中野、金屋
の各一部

下水道マスコットキャラクター「スイスイ」
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大仙市ホームページ
www.city.daisen.akita.jp

大曲庁舎（本庁）
 ☎ 0187-63-1111
大曲南庁舎
 ☎ 0187-66-4905
土地区画整理事務所
 ☎ 0187-63-0542 
神岡庁舎
 ☎ 0187-72-2111
西仙北庁舎
 ☎ 0187-75-1111
中仙庁舎
 ☎ 0187-56-2111 
協和庁舎
 ☎ 018-892-2111 
南外庁舎
 ☎ 0187-74-2111 
仙北庁舎
 ☎ 0187-63-3003 
太田庁舎
 ☎ 0187-88-1111 

大仙市ホームページ
www.city.daisen.akita.jp

人　口 87,624 人 （-  72）
　男 41,072 人 （-  48）
　女 46,552 人 （-  24）
世帯数 31,131 世帯 （-     4）

人
口
増
減

内

　
　訳

出　生   33 人
死　亡   98 人
転　入   89 人
転　出   96 人

2/28現在

※(  ) 内は前月比

　

毎
年
５
月
の
最
終
水
曜
日
に

世
界
中
で
実
施
さ
れ
て
い
る
住

民
参
加
型
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」。人
口
規

模
が
ほ
ぼ
同
じ
自
治
体
同
士
が

午
前
０
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で

の
間
に
、
15
分
以
上
継
続
し
て

運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
住
民

の
参
加
率
を
競
い
ま
す
。

　

大
仙
市
と
し
て
初
参
加
し
た

昨
年
は
、
長
崎
県
大
村
市
と
対

戦
。３
万
６
０
５
０
人
（
参
加
率

40
・
６
％
）
の
方
々
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
大
村
市

（
６
万
３
４
１
６
人
・
参
加
率
67
・
９

％
）に
敗
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
年
の
対
戦
相
手
は
愛
知
県
碧

南
市
。勝
利
目
指
し
て
み
ん
な

で
運
動
し
ま
し
ょ
う
。

※
詳
細
は
、
今
後
の
広
報
等
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

◆
実
施
日
時
／
５
月
28
日（
水
）

 

午
前
０
時
〜
午
後
９
時

◆
参
加
方
法
／
15
分
以
上
の
運

動
を
続
け
る（
自
宅
や
学
校
、
職

場
、ス
ポ
ー
ツ
施
設
、広
場
な
ど
ど

こ
で
も
可
）

【
問
い
合
わ
せ
】

 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

 

内
線
３
４
３

ス
ポ
ー
ツ
の
力
で
ま
ち
を
元
気
に

今
年
も
参
加
し
ま
す
！

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
４

参加は簡単。15分以上体を動かす
だけ。みんなで参加しよう！
（写真は昨年のもの）

消
費
税
率
引
き
上
げ
の
た
め

ご
み
処
理
場
使
用
料
が

変
わ
り
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
消
費
税
率
が

５
％
か
ら
８
％
に
引
き
上
げ
ら

れ
る
こ
と
に
伴
い
、
大
仙
美
郷

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ご
み
処
理

場
使
用
料
が
左
表
の
通
り
変
わ

り
ま
す
。皆
さ
ん
の
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

 

大
仙
美
郷
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

 

☎
０
１
８
７（
88
）８
７
５
６

免
許
返
納
者
割
引
回
数
券
が

路
線
バ
ス
で
も
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す

　

市
で
は
、
運
転
免
許
を
警
察

署
や
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
に
返

納
し
た
方
な
ど
を
対
象
に
、市
が

行
っ
て
い
る
公
共
交
通
シ
ス
テ

ム
の
利
用
料
金
が
半
額
に
な
る

割
引
回
数
券
を
１
０
０
枚
交
付

し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、市
の
乗
合
タ
ク

シ
ー
、
循
環
バ
ス
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
、市
民
バ
ス
で
し
か
使
え

ま
せ
ん
で
し
た
が
、４
月
か
ら
は

サ
ー
ビ
ス
を
拡
大
。市
内
を
走
る

羽
後
交
通
の
路
線
バ
ス
で
も
、１

枚
あ
た
り
運
賃
を
１
０
０
円
割

り
引
く
回
数
券（
１
回
の
乗
車
で
１

枚
の
み
使
用
可
）と
し
て
使
用
で
き

る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
、
だ
い
せ
ん
日
和
４
月
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
交
付
対
象
者
／
市
に
住
民
登

録
し
て
い
る
方
で
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

○
警
察
署
ま
た
は
運
転
免
許
セ

ン
タ
ー
に
運
転
免
許
を
返
納

し
た
方

○
運
転
免
許
を
更
新
せ
ず
に
失

効
し
た
方

◆
申
請
方
法
／

 

運
転
免
許
を
返
納
し
た
こ
と

を
証
明
す
る
次
の
い
ず
れ
か

の
書
類
を
持
参
し
、
各
支
所

市
民
サ
ー
ビ
ス
課
ま
た
は
総

合
政
策
課
で
申
請

①
申
請
に
よ
る
運
転
免
許
の
取

消
通
知
書

②
運
転
経
歴
証
明
書

③
運
転
免
許
経
歴
証
明
書

※
②
と
③
は
発
行
手
数
料
が
か
か
り

ま
す
。

※
各
書
類
の
発
行
に
つ
い
て
は
大
仙
警

察
署（
☎
０
１
８
７（
63
）３
３
５
５
）

ま
た
は
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
１
８（
８
２
４
）３
７
３
８
）に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ・申
請
】

 

各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

 

総
合
政
策
課 
内
線
２
３
７

ごみ処理場使用料（税込み）

区分 現行 改定後
（４月１日～）

家庭系ごみ 65円／ 10kg 66円／ 10kg

事業系ごみ 130円／ 10kg 133円／ 10kg

※10kg未満のものは、10kgとします。
※使用料に10円未満の端数が生じたときは、その端
数金額を切り捨てして使用料を計算します。

ペアーレ大仙内の「大仙市市民活動支援センター」は、現在建設中の新病院敷地内の複合商業棟に４月から移設される
予定です。詳細は、だいせん日和４月号でお知らせします。　　　 【問い合わせ】男女共同参画・交流推進課 内線 297

EventInfomationHealthSafetyClass

▲▲

お知らせ版お知らせ版

Wanted
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▲ ▲



180㍑当たりのし尿くみ取り料金
（税込み）

現行 1,600円
改定後（４月１日～） 1,646 円

消費税率引き上げのため
し尿くみ取り料金が
変わります
　４月１日から消費税率が５％
から８％に引き上げられること
に伴い、し尿くみ取り料金が次
の通り変わります。皆さんのご
理解をお願いします。
【問い合わせ】
 環境交通安全課 内線275

※し尿くみ取り数量180㍑までは、
1,646円。180㍑を超えた場合は、
90㍑ごとに823円が加算されます。

EventInfomationHealthSafety

▲

WantedClass

10

農
振
除
外
相
談

　

農
業
振
興
地
域
内
の
農
用
地

に
指
定
さ
れ
た
土
地
を
農
地
以

外
に
転
用
す
る
に
は
、
農
振
除

外
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

※
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。

◆
農
振
除
外
要
件
／

①
必
要
性
お
よ
び
緊
急
性
が
あ

り
、
他
に
代
替
す
べ
き
土
地

が
な
い
こ
と

②
農
地
の
集
団
化
、農
作
業
の
効

率
化
等
へ
の
支
障
が
な
い
こ
と

③
効
率
・
安
定
的
な
農
業
を
営
む

農
家
等
に
対
す
る
農
用
地
の

利
用
集
積
に
支
障
が
な
い
こ
と

④
農
業
用
施
設
等
の
機
能
に
支

障
が
な
い
こ
と

⑤
土
地
改
良
事
業
等
の
工
事
が

完
了
し
た
年
度
の
翌
年
度
か

ら
８
年
以
上
経
過
し
た
土
地

で
あ
る
こ
と

※
他
法
令（
都
市
計
画
法
、
農
地
法
な

ど
）の
許
可
見
込
み
が
あ
る
こ
と

◆
相
談
受
け
付
け
期
間
／

 

４
月
30
日（
水
）ま
で

 

（
土・日
、祝
日
を
除
く
）

【
問
い
合
わ
せ・相
談
窓
口
】

 

各
支
所
農
林
建
設
課

 

農
林
振
興
課 

内
線
２
５
６

大曲庁舎（本庁）
 ☎ 0187-63-1111
大曲南庁舎
 ☎ 0187-66-4905
土地区画整理事務所
 ☎ 0187-63-0542 
神岡庁舎
 ☎ 0187-72-2111
西仙北庁舎
 ☎ 0187-75-1111
中仙庁舎
 ☎ 0187-56-2111 
協和庁舎
 ☎ 018-892-2111 
南外庁舎
 ☎ 0187-74-2111 
仙北庁舎
 ☎ 0187-63-3003 
太田庁舎
 ☎ 0187-88-1111 

大仙市ホームページ
www.city.daisen.akita.jp

要
件
を
満
た
す
方
は

奨
学
金
の
償
還
が

半
額
免
除
さ
れ
ま
す

ふ
る
さ
と
就
職
者

奨
学
金
償
還
免
除
制
度

　　
大
仙
市
の
奨
学
金
制
度
を
利

用
し
て
い
る
方
で
次
の
要
件
を

全
て
満
た
す
方
は
、償
還
金
の
半

額
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◆
償
還
半
額
免
除
の
対
象
／

○
平
成
22
年
度
か
ら
26
年
度
ま

で
に
４
年
生
大
学
を
卒
業
す

る
方

○
卒
業
後
、
大
仙
市
に
５
年
以

上
住
民
登
録
し
て
い
る
こ
と

○
卒
業
後
、
県
内
に
本
社
が
あ

る
事
業
所
に
勤
務
、
就
職
ま

た
は
自
営
業
に
従
事
し
て
い

る
こ
と

○
全
償
還
金
の
半
額
以
上
を
償

還
し
て
い
る
こ
と

【
問
い
合
わ
せ
】

 

教
育
総
務
課 

内
線
３
３
４

４
月
１
日
申
し
込
み
開
始

農
業
後
継
者
育
成

修
学
資
金
制
度

　　
申
請
書
と
募
集
要
項
は
各
支

所
農
林
建
設
課
と
農
林
振
興
課

に
用
意
し
て
い
ま
す
。

◆
貸
し
付
け
対
象
／
市
内
在
住

の
農
業
を
営
む
方
の
子
ど
も

で
、短
大
、大
学
、大
学
院
、農

業
者
大
学
校
等
で
農
業
関
係

を
専
攻
し
、
卒
業
後
す
ぐ
に

就
農
す
る
こ
と
が
確
実
で
、

他
の
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け

て
い
な
い
方

◆
貸
付
額
／
月
額
４
万
円

◆
返
還
免
除
対
象
／
大
学
等
を

卒
業
後
す
ぐ
に
就
農
し
、
７

年
間
農
業
を
専
業
と
し
た
方

◆
返
還
対
象
／
貸
し
付
け
の
対

象
ま
た
は
返
還
免
除
対
象
に

該
当
し
な
く
な
っ
た
方

◆
申
し
込
み
期
間
／
４
月
１
日

（
火
）か
ら
30
日（
水
）ま
で

 

（
土・日
、祝
日
を
除
く
）

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

各
支
所
農
林
建
設
課

 

農
林
振
興
課 

内
線
２
５
６

大
仙
市
総
合
民
俗
資
料
交
流
館

「
く
ら
し
の
歴
史
館
」

４
月
か
ら
開
館
時
間
が

変
わ
り
ま
す

　
◆
開
館
時
間
／
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
４
時
30
分

【
問
い
合
わ
せ
】

 

く
ら
し
の
歴
史
館

 

☎
０
１
８（
８
９
５
）２
２
２
０

住民異動の多い３月
末から４月上旬は、
各種届け出窓口が込
み合います。
手続き等が必要な方
はゆとりをもってお早
めにお越しください。
なお、お住まいの地
域に限らず本庁、各
支所どの窓口でも手
続きできますので、
ご利用ください。

Information

弁
護
士
無
料
相
談
会

　　
強
引
な
訪
問
販
売
や
電
話
勧

誘
で
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。消
費

に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
や
お
金
に

関
す
る
問
題
の
解
決
方
法
に
つ

い
て
、弁
護
士
が
無
料
で
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
い
ま
す
。

※
相
談
時
間
は
一
人
30
分
で
、
事
前

に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

◆
日
時
／
３
月
28
日（
金
）

 

午
後
１
時
〜
４
時

◆
会
場
／
女
性
セ
ン
タ
ー

◆
相
談
料
／
無
料

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

消
費
生
活
相
談
室

 

☎
０
１
８
７（
63
）１
１
３
６



※会場・時間は、変更になる場合があります。

４月農業科学館
イベント情報

【問い合わせ】
 健康増進センター中央 ☎0187-62-1015

西部 ☎0187-75-0476
東部 ☎0187-56-7211

3月16日日  〜 4月3日木

あなたの献血で助かる
いのちがあります

４月の献血日程
期日 時間 会場

【中央】
３日
（木）
全血

10:00～
12:00

東北電力（株）
大曲営業所

12:30～
13:30

ユアテック（株）
大曲営業所

15:00～
16:00 JA秋田おばこ大曲支店

【中央】
７日
（月）
全血

10:00～
12:00 JA秋田おばこ本店

13:30～
14:30 （有）佐藤縫製

14:50～
16:00

アネスト岩田（株）
秋田工場

【中央】
20日
（日）
全血

10:00～
12:00

イオンモール大曲
13:00～
16:00

【東部】
27日
（日）
全血

10:00～
12:00

イオン中仙店
13:00～
16:00

【問い合わせ】
 県立農業科学館（月曜休館）
 ☎ 0187-68-2300

開館時間／午前９時～午後４時30分

18 火

木3

20 木

水2

水26

研
究
機
関
紹
介
展

【農業試験場紹介展】
期間／４月８日（火）から

５月25日（日）まで

月17
協和地域行政相談■午前９時～正午■協和公民館峰吉川分館
太田地域行政相談■午前９時～正午■太田庁舎市民相談室
大曲地域行政相談■午前10時～正午■大曲交流センター２階教材室
西仙北地域行政相談■午前 10 時～正午■強首地区公民館
南外地域行政相談■午前10時～正午■南外コミュニティセンター
協和地域行政相談■午後１時～４時■協和市民センター（和ピア）

木27 消費生活相談室「移動相談」
■午後１時 30 分～４時■西仙北高齢者ふれあいセンター

火14／ ひだまりコーヒーサロン■午後１時～３時■大川西根公民館（100円）

23 日
外 仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111
歯  岩田歯科医院（大曲）☎ 0187-62-8264
児 仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111

火25 第 40回大仙市大曲青少年健全育成推進集会
■午後１時 30 分～■大曲交流センター

外 仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111
歯  ながさか歯科医院（中仙）☎ 0187-56-2255
児 仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111

日30

土29

31 月

19 水
神岡地域行政相談■午前 10 時～正午■神岡福祉センター
中仙地域行政相談■午後１時 30 分～３時 30 分
　　　　　　　　■中仙農村環境改善センター
仙北地域行政相談■午後１時30分～午後４時■仙北庁舎１階相談室

163／ 日 外 仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111
歯  佐々木歯科医院（大曲）☎ 0187-63-3025
児 仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111

嶽六所神社奉納ぼんでん
■午前７時～午後２時■神岡神宮寺地区内、嶽六所神社

土22 通訳・翻訳の基礎講座 ※申込者のみ
■午後２～４時■大曲交流センター

桜の手入れに関する講習会 ※申込者のみ
■午前９時～11時■大曲農業高校

新作花火コレクション 2014
■午後６時 20分～■大曲ファミリースキー場

24 月
市民課・国保年金課・税務課・上水道課・児童家庭課
窓口業務時間延長（～４月４日（金）） 
■午後７時まで延長（土・日、３月31日（月）を除く）▶ P. ８

金21
春分の日

外 大曲中通病院（大曲）☎ 0187-63-2131

28 金 弁護士無料相談会※申込者のみ
■午後１時～４時■女性センター▶ P.10

農業科学館では、農業について楽しく
学べる展示を行っています。皆さんの
お越しをお待ちしています。

お知らせ版DAISEN City Public Relations 2014.311

大仙市の行事予定

休日救急医療（仙北組合総合病院内） ※日曜日・祝日・年末年始
☎ 0187-63-2111　■内科・小児科　■午前９時～午後３時

外 … 休日外科当番医
午前10時～午後４時

歯… 休日歯科当番医
午前９時～正午

児 … 小児救急診療
午前９時～午後３時

※休日歯科当番医は変更になる場合があります。受診前に電話で確認ください。



市のスポーツの発展に尽力された方や
各種競技で優れた成績を収めた個人・団体に贈られる大仙市スポーツ賞。
１人が功労賞、１人が栄光賞、110人と21団体が奨励賞を受賞されました。

平成25年度 大仙市スポーツ賞
スポーツの発展に尽力された方や各種競技で優れた成績を収めた個人・団体を表彰 ••

齋
さい

藤
とう

 誠
せい

助
すけ

 さん
78歳＝大曲＝

平成７年から大曲市ゴルフ協会副会長、11年から会
長、17年から25年まで大仙市ゴルフ協会初代会長を
歴任し、25年４月からは顧問に就任。大曲市民ゴル
フ場を会場に「秋田県ジュニアゴルフ選手権」を５年
連続で開催したほか、新たに「ジュニアカップイン大
曲」を開催。また、中高年向けの初心者ゴルフ教室
の開催や、市民のウオーキングコースとしてゴルフ場
を開放するなど、健康増進にも多大な貢献をしている。

功労賞

大仙市ゴルフ協会

栄
光
賞
（
個
人
）

【
自
転
車
競
技
】
佐
々
木
文
平
（
大
曲
農
業

高
３
）

奨
励
賞
（
個
人
）

【
陸
上
競
技
】
高
貝
瞬
（
花
館
小
６
）、

三
浦
一
馬
（
中
仙
小
６
）、
高
橋
銀
河

（
同
）、
鈴
木
優
花
（
中
仙
中
２
）、
富
岡

佳
之
（
大
曲
中
２
）、
髙
橋
成
美
（
秋

田
和
洋
女
子
高
１
）、
佐
藤
正
明
（
横
手

清
陵
学
院
高
２
）、
山
信
田
有
太
（
同
）、

煤
賀
愛
樹
（
角
館
高
３
）、鈴
木
慶
一
（
横

手
清
陵
学
院
高
３
）

【
水
泳
】
中
原
来
輝
（
大
曲
小
５
）、
中

原
樹
人
（
大
曲
中
１
）、佐
々
木
利
哉
（
大

曲
中
２
）、
佐
藤
李
茄
（
大
曲
高
１
）

【
サ
ッ
カ
ー
】
仙
波
拓
真
（
秋
田
商
業

高
１
）、
伊
藤
和
樹
（
秋
田
商
業
高
３
）

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】
渡
部
玲
美
（
秋
田

北
高
２
）

【
自
転
車
競
技
】
安
藤
爽
真
（
大
曲
農

業
高
１
）、
長
澤
聖
晴
（
同
）、
田
口
富

久
（
大
曲
農
業
高
２
）、
大
坂
栄
貴
（
大

曲
農
業
高
３
）

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】
橋
本
心
愛
（
協
和

小
５
）、
加
藤
桃
花
（
同
）、
相
馬
駿
祐

（
南
外
小
６
）、
佐
藤
敦
則
（
同
）、
工
藤

彩
奈
（
大
曲
中
１
）、
福
田
麗
優
（
大
曲

中
２
）、
小
松
佑
亮
（
大
曲
中
３
）、
鈴

木
健
斗
（
同
）、髙
橋
彩
耶
（
同
）、佐
々

木
千
明
（
秋
田
北
高
１
）

【
卓
球
】
高
橋
心
澄
美
（
神
岡
小
３
）、

加
藤
杏
菜
（
大
曲
中
１
）、
小
田
嶋
稚

花
（
大
曲
南
中
３
）、
菊
地
実
佳
子
（
大

曲
中
３
）

【
軟
式
野
球
】
小
山
由
修
（
大
曲
中
２
）、

栗
谷
川
陽
太
（
同
）、佐
藤
智
徳
（
同
）、

佐
々
木
郁
也
（
大
曲
西
中
２
）、
高
橋

航
平
（
大
曲
南
中
２
）、
三
浦
翼
（
西

仙
北
中
２
）、
藤
田
隼
平
（
中
仙
中
２
）、

畠
山
孝
也
（
協
和
中
２
）、
大
槻
悠
也

（
南
外
中
２
）、
小
林
成
輝
（
仙
北
中
２
）、

髙
橋
昇
陽
（
太
田
中
２
）

【
硬
式
野
球
】
吉
川
大
輝
（
角
館
高
１
）、

鈴
木
光
一
（
同
）、
高
橋
奎
人
（
同
）、

伊
藤
健
也
（
角
館
高
２
）、
小
松
翔
太

（
同
）、小
松
陸
（
同
）、相
馬
和
輝
（
同
）、

高
橋
祐
太
（
同
）、
長
澤
征
哉
（
同
）、

藤
田
航
平
（
同
）

【
馬
術
】
山
崎
詩
乃
（
角
館
高
３
）

【
柔
道
】
松
本
朱
音
（
大
曲
小
５
）、
新

田
怜
美
（
仙
北
中
１
）、
高
橋
錬
（
仙
北

中
２
）、千
葉
博
貴
（
同
）、伊
藤
哲
（
秋

田
高
１
）、小
松
祐
太
（
横
手
高
定
時
制
３
）

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】
山
内
こ
こ
ろ
（
大

曲
小
１
）、鈴
木
琉
花
（
大
川
西
根
小
３
）、

菅
原
七
海
（
神
岡
小
４
）、
鈴
木
海
里

（
大
曲
小
５
）、
厨
川
京
香
（
大
曲
小
６
）、

藤
谷
咲
季
（
同
）、
鈴
木
遥
香
（
大
曲

中
２
）、
本
川
文
勝
（
大
曲
工
業
高
１
）、

柳
原
朗
（
大
曲
工
業
高
２
）

【
登
山
】
髙
山
大
聖
（
大
曲
高
２
）、
竹

村
澪
（
同
）、
戸
澤
直
人
（
同
）、
佐
藤

元
紀
（
大
曲
高
３
）

【
空
手
道
】
髙
橋
龍
威
（
大
曲
小
２
）、

太
田
迅
（
西
仙
北
小
２
）、
藤
田
聖
憲

（
清
水
小
３
）、
髙
橋
ひ
の
き
（
大
曲
小

４
）、
佐
藤
朝
陽
（
西
仙
北
小
４
）、
佐
々

木
真
衣
亜
（
太
田
北
小
４
）、
黒
川
梨
々

花（
神
岡
小
５
）、伊
藤
春
野（
高
梨
小
５
）、

髙
橋
瑠
風
（
大
曲
小
６
）、佐
藤
英
里
（
太

田
南
小
６
）、
加
藤
拓
（
大
曲
中
１
）、
三

浦
那
月
（
大
曲
西
中
１
）、阿
部
倫
己
（
西

仙
北
中
３
）、
菅
直
貴
（
秋
田
工
業
高
３
）、

藤
原
裕
介
（
同
）、
北
村
未
来
登
（
同
）

【
な
ぎ
な
た
】
辻
原
萌
花
（
大
曲
小
６
）、

古
谷
綸
子
（
角
間
川
小
６
）、
小
野
寺

理
沙
（
大
曲
農
業
高
２
）、
茂
木
理
央

（
同
）、
藤
原
未
颯
（
大
曲
高
２
）、
山
信

田
泰
輔
（
同
）、
阿
部
萌
（
大
曲
農
業
高

３
）、小
松
愛（
同
）、佐
々
木
明
美（
同
）、

髙
橋
佳
里
（
同
）、
白
土
優
香
（
大
曲

高
３
）、
藤
原
佳
穂
（
同
）、
吉
田
早
紀

（
同
）、
竹
村
紀
子
（
大
曲
高
教
諭
）

【
少
林
寺
拳
法
】
田
村
拓
紀
（
大
曲
高

３
）、
加
藤
翔
太
（
秋
田
大
２
）

【
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
】草
彅
亮（
横
手
高
３
）

【
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
】
石
川

智
実
（
秋
田
工
業
高
３
）

奨
励
賞
（
団
体
）

【
水
泳
】
大
曲
中
学
校
水
泳
部

【
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
】
大
曲
農
業
高
校

女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

【
自
転
車
競
技
】
大
曲
農
業
高
校
自

転
車
競
技
部

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】
大
曲
中
学
校
男

子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
、
大
曲
庚
甲
ク

ラ
ブ

【
卓
球
】
大
曲
中
学
校
女
子
卓
球
部

【
軟
式
野
球
】
神
岡
野
球
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
、
Ｎ
Ｂ
Ｈ
Ｄ
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
、
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
Ｂ
・
Ｃ

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】
大
曲
中
学
校
女

子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
、
大
曲
工
業
高

校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

【
登
山
】
大
曲
高
校
登
山
部
男
子
、

大
曲
高
校
登
山
部
女
子

【
空
手
道
】
誠
和
会
、
太
田
町
空
手

道
連
盟
、
西
仙
北
中
学
校

【
な
ぎ
な
た
】
大
曲
農
業
高
校
な
ぎ

な
た
部
、
大
曲
農
業
高
校
な
ぎ
な
た

部
（
新
人
）

〈
敬
称
略
・
数
字
は
学
年
〉
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芸術文化活動に貢献した個人や団体をたたえる大仙市芸術文化賞。
市内の芸術文化団体の意欲を高め、活動の奨励を図ることが目的です。
地域芸術文化の振興に貢献された６人・１団体が功労賞を受賞されました。

大仙市芸術文化賞第８回

地域芸術文化の振興に貢献された個人・団体を表彰 ••

全日本写真連盟
　　　大曲支部（武藤昭雄会長）
昭和49年に設立。約40年の長きにわたり、
市内で定期的に写真展を開催しているほか、
近年では福祉施設に常設で作品展示を行う
など、写真文化が身近に感じてもらえるよう
活動を継続。会員は全国規模のコンテスト
での入賞者が多く、県南高校写真部を対象
にした指導を行うなど後継者育成にも精力
的で、写真文化の普及発展に尽力している。

写真

佐
さ

藤
とう

 和
かず

春
はる

 さん
69歳＝南外＝

昭和50年に民謡家・堀井松栄氏に師
事、翌51年に南外民謡同好会を設立。
約40年にわたり民謡の普及発展に尽
力。年間十数回の介護福祉施設慰問
活動を実施しているほか、地元・南外
小唄の保存継承を目指す「南外小唄ま
つり」の実行委員を務めるなど、民謡
の普及伝承活動に尽力している。

民謡土
つち

田
だ

 峰
ほう

英
えい

（本名：土田英夫）さん
74歳＝大曲＝

昭和45年の大曲民謡同好会（昭和50
年から大曲民謡研究会）設立から同会会
長に就任し、会の運営や指導に尽力。
地域の夏まつりでは盆踊りの伴奏者と
して40年以上協力し、地域の活性化
に貢献。大曲農業高校太田分校の全校
民謡では、講師として唄の指導にあた
るなど、後継者育成にも尽力している。

民謡

小
お

田
だ

野
の

 幸
ゆき

子
こ

 さん
82歳＝太田＝

平成12年にコーラスグループ「童謡
の会やまびこ」入会、16年に同会代表。
毎年、各種行事に参加。平成15年か
ら23年まで「みんなで歌おうinおおた」
を開催し、高齢者の社会参加を企画・
実践。近隣地域との交流・連携とコー
ラスの輪を広げているほか、自身のピア
ノ教室で後進の育成にも尽力している。

コーラス藤
ふじ

井
い

 洋
よう

舫
ぼう

（本名：藤井洋一）さん
82歳＝仙北＝

平成元年に仙北町俳句会（平成７年か
ら仙北柵俳句会）を創立し初代会長に
就任し、22年間会長として指導に尽力。
平成21年には大仙市俳句懇話会会長、
23年には同会および仙北柵俳句会顧問
に就任し、後進の育成に貢献。60余年
の長きにわたり俳句の心髄を極めるとと
もに、俳句の普及発展に尽力している。

俳句

田
た

村
むら

 宗
そう

知
ち

（本名：田村知子）さん
87歳＝西仙北＝

秋田県の宗
そう

徧
へん

流
りゅう

第一人者・奥山淡水
氏の愛弟子、斉藤宗節氏に師事し、50
年に及ぶ宗徧流の活動を支えている。
平成21年に宗徧流淡水会の代表就任
と同時に、芸術文化協会西仙北支部理
事に就任。宗徧流の普及や後継者育
成のほか、地域の文化行事にも参加し、
地域文化の発展向上に尽力している。

茶道大
おお

山
やま

 トク子 さん
88歳＝仙北＝

平成６年の仙北踊り連盟設立から代表
に就任。年齢や流派を超え古典・民謡・
新舞踊・唄など、会員が相互に技術を
磨き、親睦を深め協力し合いながらイ
ベントやチャリティーショー、慰問など
の活動を実施。舞踊の普及活動を通じ、
高齢者の生きがいづくりや健康維持、
住民相互の輪の形成に尽力している。

舞踊
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４月はこの地域です
電気設備定期調査
◆対象／【協和】船沢、荒川、中野、
苅谷沢
【問い合わせ】
	 東北電気保安協会大曲事業所
	 ☎0187-63-4940

桂児童センター
体力増進指導教室
◆対象／大曲地域の小学１〜３年生
◆期日／４月10日から平成27年３
月26日までの毎週木曜日
◆時間／【１年生】午後３時30分〜４時
15分【２・３年生】午後４時30分〜５時15分
◆会場／桂児童センター
◆定員／30人
◆参加費／800円（保険料）
◆申込期間／３月29日（土）から４
月１日（火）まで（午後２時〜午後４時）
【問い合わせ・申し込み】
	 桂児童センター ☎0187-63-2426

花園児童センター
親子体力増進指導教室
◆対象／３〜５歳の幼児と母親
◆期日／４月18日から平成27年３
月27日までの毎週金曜日
◆時間／①午後２時10分〜②午後
３時10分〜 ※①②どちらかを受講
◆会場／花園児童センター
◆定員／①②合わせて30組
◆参加費／800円（保険料）

※母親は任意加入
◆申込期間／４月３日（木）から５
日（土）まで（午後１時30分〜４時）
【問い合わせ・申し込み】
	 花園児童センター ☎0187-63-7666

初心者の方も歓迎します
太極拳無料体験講座
◆期日／４月４日から25日までの

毎週金曜日
◆時間／午前10時〜11時30分
◆会場／はぴねす大仙
◆講師／木元尭子さん
【問い合わせ・申し込み】
	 はぴねす大仙 ☎0187-88-8722

手作りならではのぬくもりを
手作り雑貨マーケット
　布雑貨やエコクラフトの販売、チャ
リティーフリーマーケットを行います。
◆日時／３月30日（日）午前10時〜
午後３時（チャリティーフリーマーケ
ットは午前11時〜）
◆会場／大曲交流センター
【問い合わせ】
	 小松さん ☎090-7666-6001

本格的なそばを自分でつくろう
そば打ち講習
◆日時／３月22日（土）午前９時30分〜
◆会場／はぴねす大仙
◆定員／５組※１組２人まで。１人でも可。
◆参加費／１組1,000円
◆申込期限／３月19日（水）
◆持参するもの／エプロン、三角
巾、タオル
【問い合わせ・申し込み】
	 田村さん ☎0187-65-2528

３・４月は無料で体験できます
フラダンス教室
◆日時・会場／
【ヤングミセスコース】第２・第４木
曜日の午後７時〜８時・はぴねす大仙
【ミセスコース】第２・第４月曜日の
午前10時〜11時、第２・第４水曜日の
午後１時〜２時・サンクエスト大曲
【問い合わせ・申し込み】
	 ヒロ・フラ・スタジオ
	 室谷さん ☎080-3326-0477

障がいのある方の外出をサポート
一緒に男鹿半島へ行きませんか
◆対象／自宅で生活している障が
いのある方（障がいの種別は問いません）
◆日時／３月28日（金）午前９時〜
午後５時  ※午前９時・JR大曲駅東口集
合。送迎要相談。
◆定員／６人
◆参加費／2,500円

（水族館入館料、昼食代）
◆申込期限／３月21日（金）
【問い合わせ・申し込み】
	 大仙障がい者相談支援センター
	 かしわ ☎0187-87-7302

地域の方に感謝を込めて
太田中学校被災地交流報告展
　平成25年度に行った被災地支援
交流活動について、協力いただいた
地域の方たちに報告・紹介します。
◆日時／３月21日（金）午前10時〜午後
４時、22日（土）午前９時30分〜正午
◆会場／太田文化プラザ
◆入場料／無料
【問い合わせ】
	 太田中学校 ☎0187-88-2211

　過去10年以内の未納分の保険料
を納付することで、将来の年金額
が増えたり、年金受給資格を得ら
れたりする可能性がある国民年金
後納制度。
　平成25年度に保険料の後納を申
し込んだ方は、納付書の使用期限
が３月末となっていますので忘れ
ずに納付してください。
※�期限内に納付できなかった方が４月
以降に納付を希望する場合は、新たな

納付書（納付額が増額します）を発行
します。
　後納制度に関する問い合わせや
申し込み、納付書の再発行につい
ては、問い合わせください。
◆納付書使用期限／３月31日（月）
【問い合わせ】
	 国民年金保険料専用ダイヤル
	 ☎0570-011-050
	 大曲年金事務所
	 ☎0187-63-2295

納付書の使用期限は３月31日です
国民年金後納制度
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